






要旨:冠動脈障害を有する川崎病既往例においてポジトロン CT(PET)により心筋障害の評

価を行った。13NH3 により心筋血流、18FDG により心筋糖代謝を評価した。PET 所見によ

り心筋区域は、血流正常・糖代謝亢進なし(正常心筋)、血流正常・糖代謝亢進（代謝異常

心筋;A)、血流低下.糖代謝亢進(viable な虚血心筋;B)、血流低下・糖代謝な(non-viable

な壊死心筋;C)の 4 群に分類された。冠血行再建術前 Bであった区域では術後すべて血流・

壁運動は改善し、術前 C であった区域ではすべて改善しなかったことから、PET による心

筋 viability の判定は正確であることが示された。壁運動異常の程度、心電図上異常 Q波

の有無やその持続の有無、T1-201 心筋 SPECT 所見はいずれも A,B,C 群の心筋区域を識別

できず、 これらによる心筋 viabilityの判定は困難と考えられた。


